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神
戸
製
鋼
所
高
炉
廃
止
し
石
炭
火
力
発
電

阪
神
・
淡
路
大
震
災
(
1
9
9
5
年
)
か
ら
立
ち
上
が
る
神
声
の
街
で

「
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
」
と
呼
ば
れ
た
高
炉
が
、
来
年
H
月
に
火
を
消
し
ま

す
。
大
手
鉄
鋼
メ
十
カ
ー
神
声
製
鋼
所
(
神
銅
)
神
声
製
鉄
所
。
跡
地
に
で

き
る
の
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
を
大
貴
に
排
出
す
る
石
炭
火
力
発
電
所
。
そ
の

背
景
に
は
石
炭
火
力
と
原
発
を
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
と
す
る
安
倍
賢
二
政
権

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
破
鏡
が
あ
り
ま
す
。
「
こ
ん
な
や
り
方
に
未
来
は
あ
る
の

か
」
。
労
働
者
か
ら
不
安
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

(
菅
沼
伸
慶
)

製
鉄
は
大
き
く
二
つ
の

工
程
に
分
か
れ
ま
す
。
粗

鋼
を
遣
る
上
工
程
(
高
炉

・
転
炉
な
ど
)
と
、
粗
銅

を
線
材
・
棒
鋼
等
に
抑
工

す
る
下
工
程
で
す
。
神
戸

製
鉄
所
の
上
工
程
を
抑
富

川
製
鉄
所
に
集
約
し
、
跡

地
に
石
炭
火
力
発
電
3
・

4
号
機
へ
1
3
0
万
㌔

㍗
)
透
通
る
計
画
で
す
。

巨
大
な
負
の
選
蓮

二
酸
化
炭
素
(
C
O
2
)

の
年
間
排
出
貴
は
増
大
し

ま
す
。
神
声
型
関
所
の
3

0
0
万
手
に
な
い
し
、
3

・
4
貴
職
は
7
0
〇
万

㌦
。
「
な
ぜ
石
炭
な
の
か
、

あ
ん
な
不
思
議
が
っ
て
い

る
。
天
然
ガ
ス
の
方
が
ま

だ
環
境
へ
の
負
荷
は
少
な

い
」
(
男
物
署
)
。
神
鋼
が

栃
木
煤
に
建
設
中
の
天
然

ガ
ス
・
真
岡
発
電
所
(
1

2
5
万
㌔
㍗
)
の
○
○
2

ば
3
2
9
万
少
と
、
石
炭

の
半
分
で
す
。

神
鋼
は
駒
鳴
年
前
に
電

力
事
業
に
参
入
。
石
炭
火

力
1
・
2
貴
殿
(
1
4
0

万
㌔
㍗
)
が
稼
働
中
で

す
。
C
O
2
排
出
量
は
年

間
7
5
3
万
手
で
、
3
・

4
号
機
と
合
わ
せ
る
と
1

4
5
3
万
少
に
上
り
ま

す
。
神
声
帯
に
よ
る
と
、

発
電
所
を
含
ま
な
い
和
声

市
域
全
体
の
○
○
2
排
出

畳
は
1
2
4
6
万
ナ
(
脆

年
度
)
。
こ
れ
竜
神
銅
1

社
で
上
回
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

地
球
温
暖
化
対
策
の
新

た
な
国
際
枠
組
み
「
パ
リ

協
定
」
は
米
国
や
中
国
も

参
抑
し
、
4
日
に
発
効
予

定
で
す
。
世
界
は
、
温
室

効
果
ガ
ス
の
「
今
世
漣
後

半
に
実
質
ゼ
ロ
」
を
め
ざ

し
て
進
も
う
と
し
て
い
ま

す
。相

調
は
石
炭
火
力
発
電

所
の
耐
用
年
数
を
4
0
年
竃

庭
と
し
、
「
耐
用
年
数
ま

で
使
用
し
た
い
」
と
い
い

ま
す
。
稼
働
開
始
は
3
嘗

機
が
2
0
2
1
年
度
。
伽

年
後
は
6
1
年
度
で
す
。

日
本
共
産
党
和
声
型
靭

委
員
会
は
「
石
炭
火
力
発

電
は
巨
大
な
負
の
過
重
と

な
り
か
ね
な
い
」
と
警
鐘

を
鳴
ら
し
、
計
画
の
再
考

を
求
め
て
き
ま
し
た
。

二
つ
の
重
い
課
題

神
戸
製
鉄
所
は
、
自
動

車
向
け
な
ど
の
高
級
鎖
を

生
産
し
て
い
ま
す
。
企
業

戦
略
と
し
て
重
視
し
て
き

た
高
級
鋼
の
行
く
末
を
危

ぶ
む
声
も
出
て
い
ま
す
。

上
工
程
集
約
後
、
抑
古

川
か
ら
ビ
レ
ッ
ト
(
鋼

片
)
を
運
び
込
み
ま
す
。

「
塑
戸
と
加
古
川
で
は
、

工
程
や
技
術
に
歴
史
的
に

も
大
き
な
邁
い
が
あ
る
。

加
古
川
で
神
声
と
同
じ
製

品
を
つ
く
れ
る
の
か
」
。

労
働
者
か
ら
心
配
す
る
声

が
出
て
い
ま
す
。

鋼
材
事
業
で
は
、
生
産

ト
ラ
ブ
ル
や
品
質
ク
レ
ー

ム
が
収
益
を
大
き
く
押
し

下
は
て
い
ま
す
。
相
次
ぐ

リ
ス
ト
ラ
で
技
術
継
承
が

難
し
く
、
も
の
づ
く
り
の

カ
が
落
ち
て
い
る
の
で

す
。あ

る
労
働
者
は
「
経
営

陣
は
短
期
の
利
益
の
た
め

だ
げ
に
、
そ
の
場
し
の
ぎ

で
動
い
て
い
る
」
。
神
鏑

O
B
は
「
石
炭
火
力
発
電

に
未
来
が
あ
る
の
か
、
高

級
錦
を
つ
く
り
続
け
ら
れ

神鋼・神声製鉄所の高炉(中央)○右側の2本の
煙突は禅師・神戸発電所1 ・ 2号機=神声市波区

「ものづくりつぶす」労働者の不安
る
の
か
、
上
工
程
集
約
に

は
二
つ
の
重
い
課
題
が
あ

る
。
そ
れ
が
労
働
者
に
雇

掃
不
安
を
も
た
ら
し
て
い

る
」
と
話
し
ま
す
。

全
員
の
雇
用
守
れ

年
配
の
労
働
書
は
怒
り

を
込
め
ま
す
。
「
高
炉
を

つ
ぶ
す
と
い
う
の
は
、
も

の
づ
く
り
、
ま
ち
、
そ
し

て
労
働
者
を
つ
ぶ
す
と
い

う
こ
と
だ
」

土
工
種
に
は
、
神
鋼
労

働
者
約
4
3
0
人
と
、
4

0
〇
人
以
上
と
み
ら
れ
る

協
力
会
社
(
下
請
け
)
の

労
働
者
が
働
い
て
い
ま

す
。神

鋼
労
働
着
の
場
合
、

発
電
所
に
配
転
は
4
0
̃
館

人
。
協
力
会
社
へ
の
出
向

も
あ
る
と
み
ら
れ
ま
す
。

抑
古
川
へ
の
配
置
換
え
は

2
4
0
人
前
後
で
す
。
協

力
会
社
の
労
働
者
に
働
く

壕
の
保
証
は
あ
り
ま
せ

ん
。2

次
下
請
け
の
男
性
は

「
抑
古
川
で
会
社
の
仕
事

が
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
と

上
司
か
ら
聞
い
た
。
神
銅

は
下
請
け
の
こ
と
を
考
え

て
い
な
い
」
。
玉
突
き
解

雇
の
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

「
上
工
程
で
人
が
動
く
。

あ
な
た
の
仕
事
は
来
年
9

月
ぐ
ら
い
で
な
く
な
る
、

と
上
司
に
い
わ
れ
た
」
と

い
う
下
請
け
労
働
者
も
い

ま
す
。

上
工
程
集
約
は
、
「
神

戸
に
残
り
た
い
」
と
願
う

神
鏑
の
青
年
労
働
者
が

先
々
の
不
安
か
ら
辞
め
て

い
く
原
因
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。
加
古
川
に
い
く
こ

と
を
決
断
し
た
労
働
者
に

は
、
通
勤
苦
が
待
っ
て
い

ま
す
。

神
銅
は
、
加
古
川
製
鉄

所
に
3
交
代
勤
務
者
が
通

勤
可
能
な
エ
リ
ア
を
詞

盃
。
朝
出
勤
の
午
前
6
晴

半
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
間

に
合
う
の
は
「
J
R
西
明

石
駅
よ
り
西
、
山
陽
電
鉄

案
須
磨
駅
よ
り
西
」
で
し

た
。
家
を
持
つ
労
働
者
の

半
数
以
上
が
エ
リ
ア
外
で

す
。神

鋼
は
「
ミ
ー
ア
ィ
ン

グ
を
5
0
分
ず
ら
せ
ば
、
遠

く
は
阪
神
尼
崎
駅
ま
で
通

勤
エ
リ
ア
は
広
が
る
」
と

い
い
出
し
、
反
発
を
か
っ

て
い
ま
す
。
「
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
は
作
業
前
で
な
い
と

成
り
立
た
な
い
。
通
勤
で

き
な
い
理
由
を
排
除
す
る

た
め
の
も
の
だ
」
「
3
交

代
勤
務
は
た
だ
で
さ
え
き

つ
い
。
通
勤
の
負
担
は
重

く
、
病
人
が
い
っ
ぱ
い
出

る
」

委
員
会
は
「
親
会
社
の
神

鋼
は
、
神
戸
製
鉄
所
構
内

で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者

の
雇
用
確
保
に
責
任
を
も

つ
べ
き
だ
」
「
会
社
は
神

鏑
従
業
員
一
人
ひ
と
り
に

寄
り
添
い
丁
寧
な
対
応

を
」
と
訴
え
る
機
関
紙

「
震
望
」
を
会
社
門
前
で

配
布
。
多
く
の
労
働
者
が

受
け
取
っ
て
い
ま
す
。
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誘
鵠
腿
醗
罵
言

フ
ラ
ン
ス
は
2
0
2
3
年
、
イ
ギ
リ

ス
は
2
0
2
5
年
に
石
炭
火
力
発
電

を
廃
止
と
決
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
続

い
て
、
カ
ナ
ダ
が
調
月
2
 
1
日
、
2
0
3

0
年
ま
で
に
石
炭
火
力
発
電
所
を
す

べ
て
停
止
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
推
進
す
る
と
発
表
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
日
本
で
は
安
倍
政
権
が

原
発
と
石
炭
火
力
発
電
を
「
重
要
な
ベ

ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
」
と
位
置
づ
げ
、
2

0
3
0
年
で
も
電
源
構
成
で
原
発
2
0

̃
2
2
%
、
石
炭
火
力
2
6
%
と
決
め
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
今
後
の
国
内
の

石
炭
火
力
発
電
の
計
画
は
4
7
基
2
2

5
0
万
酬
(
原
発
換
算
で
約
2
0
基
分
)

と
膨
大
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

政
府
や
電
力
会
社
が
い
う
よ
う
に

今
後
の
新
鋭
石
炭
火
力
は
旧
式
に
比

べ
れ
ば
職
の
排
出
は
少
な
く
な
り
ま

す
。
そ
れ
で
も
天
然
ガ
ス
な
ど
他
の
燃

料
に
比
べ
れ
ば
二
倍
の
鵬
が
出
る
断

ト
ツ
の
電
源
だ
け
に
、
「
パ
リ
協
定
」

後
の
世
界
で
は
廃
止
が
大
き
な
流
れ

に
な
っ
て
い
ま
す
。

先
日
、
日
本
と
ロ
シ
ア
が
受
注
し
た

ベ
ト
ナ
ム
の
原
発
が
白
紙
撤
回
さ
れ

産
業
界
に
衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。
福
島

の
原
発
事
故
を
受
け
て
安
全
性
を
見

直
し
た
結
果
、
建
設
費
用
が
膨
大
に
な

っ
た
た
め
で
す
。

み
な
さ
ん
、
石
炭
火
力
と
原
発
か

ら
、
環
境
に
や
さ
し
く
安
全
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
=
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
中

核
に
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
へ
転
換

す
る
よ
う
、
安
倍
内
閣
に
強
く
求
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

造
船
撤
退
か
不
安
広
が
る

川
崎
重
工
年
度
末
に
整
調

川
崎
重
工
業
は
、
構
造
改
革
会
談
を
1
 
0
月
に
設
窟
し
、
造

鵬
に
つ
い
て
「
継
続
性
を
含
め
」
検
討
し
て
い
ま
す
。
来
年

3
月
に
結
論
を
出
し
ま
す
。
1
2
0
年
前
に
川
崎
造
船
所
が

設
立
さ
れ
た
神
声
で
も
「
撤
退
な
ら
大
き
な
痛
手
」
(
下
請

け
社
長
)
と
不
安
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
「
総
合
重
工
の
方

向
が
変
わ
っ
た
」
へ
用
選
関
縁
者
)
と
の
指
摘
も
あ
り
ま
す
。

日
本
共
産
党
川
崎
重
工
委
員
会
は
機
関
紙
「
は
ぐ
る
ま
」
で

「
造
船
の
灯
を
消
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。

川
垂
は
9
月
3
0
日
、
今
年
度

業
績
予
想
を
下
方
修
正
し
ま
し

た
。
営
業
利
益
は
7
0
〇
億
円

か
ら
3
4
0
億
円
に
半
減
。
最

大
の
原
因
は
円
高
で
す
が
、
船

舶
海
洋
寧
業
の
丁
3
0
億
円
の

損
益
悪
化
見
通
し
が
問
題
に
な

り
ま
し
た
。

投
資
に
失
敗

損
益
悪
化
は
な
ぜ
生
じ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

最
大
の
嗣
題
は
ブ
ラ
ジ
ル
撃

(
菅
沼
伸
彦
)

業
で
す
。
拙
%
出
費
し
た
合
弁

会
社
が
汚
職
問
題
で
破
綻
。
掘

削
絹
の
債
横
5
0
億
円
が
焦
げ
付

き
ま
し
た
。
こ
と
し
上
月
に
も

2
2
1
億
円
を
損
失
計
上
し
て

い
ま
す
。

造
船
の
「
継
続
性
」
が
闘
わ

れ
る
問
題
で
し
ょ
う
か
。
神
戸

工
場
の
幹
部
職
貴
か
ら
「
投
資

の
失
敗
だ
。
経
常
陣
の
ミ
ス
を

揮
し
っ
け
る
な
」
と
怒
り
の
声

が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
海
洋
開
発
船

で
は
、
0
0
億
円
の
損
益
悪
化
。

出
雲
が
初
め
て
手
が
げ
だ
船

穂
で
、
設
計
に
不
具
合
が
生

じ
、
建
造
費
が
増
押
し
ま
し

た
。日

本
造
船
工
業
会
の
村
山
滋

会
長
は
「
生
み
の
苦
し
み
」
と

記
者
会
見
で
指
摘
。
関
係
書
は

「
新
設
計
の
船
は
時
間
と
コ
ス

ト
が
か
か
る
が
、
無
駄
に
は
な

ら
な
い
。
か
つ
て
5
0
万
少
タ
ン

カ
ー
に
挑
戦
し
タ
ン
カ
ー
技
術

を
高
め
た
。
天
然
ガ
ス
運
搬
船

は
い
ま
や
日
本
の
鴛
憲
分
野

だ
。
挑
戦
な
し
に
技
術
は
向
上

し
な
い
。
技
術
を
蓄
積
す
れ
ば

仕
事
も
く
る
」
と
解
説
し
ま

す
。
天
然
ガ
ス
運
搬
船
を
日
本

で
初
め
て
建
造
し
た
の
は
用
量

で
す
。

造
船
業
は
好
不
況
の
波
を
繰

川崎重工業神戸工場の浮きドック。自衛
隊潜水艦の作業をしています二し1月3日

り
返
し
て
き
ま
し
た
。
こ
と
し

に
入
り
新
造
船
は
低
迷
し
て
い

ま
す
。
一
方
、
世
界
海
上
構
動

量
は
2
0
0
1
年
6
3
億
手
か
ら

掲
年
1
0
了
横
手
へ
右
肩
上
が

り
に
増
郷
。
日
本
の
国
際
貨
物

輸
送
の
9
9
%
ば
船
で
す
。
「
造

船
は
成
長
産
業
だ
」
(
川
垂
関

係
書
)

企
業
の
価
値

造
船
の
「
継
続
性
」
も
含
む

検
討
の
背
景
に
、
川
垂
の
R
O

●
’
ヽ

し
ん
ぶ
ん
赤
旗
で
は
、
u
月
4
日

の
神
鋼
の
特
集
に
続
い
て
、
n
月
2
9

日
に
川
崎
重
工
・
の
特
集
が
掲
載
さ

れ
ま
し
た

(
下
記
参
照
)
。

か
た
や

「
石
炭
火
力
」
、
こ
な
た

「
軍
事
傾
斜
」
。
そ
こ
に
未
来
は
あ

る
で
し
ょ
う
か
?

●
l

日
本
共
産
党
川
崎
重
工
委
員
会
の

機
関
瓶
「
は
ぐ
る
ま
」
を
出
勤
す

る
労
働
毒
が
次
々
と
受
け
取
り
ま

し
た
=
月
日
7
目
、
紳
草
稿

工
C
(
投
下
資
本
利
益
率
)
撞

聾
が
あ
り
ま
す
。
嶋
年
か
ら
導

入
し
ま
し
た
。
投
下
し
た
資
本

(
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
)
か
ら

ど
れ
だ
け
利
益
を
あ
ば
た
か
数

値
化
。
最
低
ラ
イ
ン
を
8
%
と

し
、
ク
リ
ア
で
き
な
い
事
業
は

縮
小
・
廃
止
の
対
象
に
な
り
ま

す
。用

嚢
は
「
企
業
価
艦
は
R
O

I
C
で
決
ま
る
」
と
社
員
を
鼓

舞
。
「
企
業
輌
値
は
商
品
の
よ

さ
で
決
ま
る
の
で
は
な
い
の

か
」
と
同
社
O
B
は
嘆
き
ま

す
。
二
握
り
の
巨
大
株
主
の

配
当
を
増
や
し
、
い
い
投
資
先

だ
と
判
断
し
て
も
ら
う
基
準
が

R
O
I
C
だ
」

利
益
率
を
上
げ
る
手
っ
取
り

早
い
方
法
は
、
投
下
資
本
の
削

減
で
す
。
用
憂
O
B
は
「
寝
期

間
に
利
益
率
を
上
げ
よ
う
と
人

を
減
ら
し
、
下
請
け
単
価
を
切

り
下
ば
れ
は
、
も
の
づ
く
り
の

力
を
失
っ
て
い
く
。
技
術
継
承

は
人
だ
。
労
勧
善
も
中
小
零
細

業
苦
も
安
心
し
て
鋤
き
、
協
力

協
働
で
き
る
環
境
こ
そ
経
営
者

は
つ
く
る
べ
き
だ
」
。

用
量
が
め
ざ
す
投
下
資
本
利

益
率
は
H
%
。
円
安
も
あ
り
、

過
去
最
高
の
営
業
利
益
を
上
げ

た
1
 
5
年
度
で
も
9
・
4
%
で

す
。
「
も
の
づ
く
り
の
利
益
は

べ
ら
ぼ
う
に
は
高
く
な
い
」

(
労
駒
著
)
。
用
垂
は
軍
事
へ

の
頗
斜
を
強
め
て
い
ま
す
。

潜
水
艦
増
艦

自
衛
隊
潜
水
艦
の
造
船
所
は

二
つ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
三
菱

重
工
神
声
造
船
所
と
川
崎
重
工

理
戸
工
場
で
す
。
1
年
交
代
で

建
造
し
て
き
ま
し
た
。

防
衛
省
は
、
2
 
1
年
度
末
ま
で

に
潜
水
艦
を
1
6
隻
体
制
か
ら
2
2

隻
体
制
に
増
強
し
ま
す
。
1
7
年

度
概
算
要
求
で
は
、
速
達
費
は

1
隻
7
6
0
億
円
で
す
。

用
垂
は
潜
水
艦
を
増
艦
す
る

方
針
で
す
。
「
5
隻
/
5
年
の

新
造
潜
水
艦
、
就
役
艦
の
延
命

工
事
」
で
す
。
定
期
検
査
・
年

次
検
査
も
増
え
ま
す
。
蛮
声
工

場
の
再
編
工
事
を
行
っ
て
い
ま

す
。川

垂
関
係
書
は
「
グ
ル
ー
プ

全
体
で
支
え
会
っ
て
き
た
。
不

況
の
と
き
、
造
船
所
で
車
両
を

造
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
『
も
う

か
ら
な
い
輩
業
は
つ
ぶ
せ
』
で

は
、
行
き
っ
く
先
は
軍
事
だ
。

人
間
の
幸
せ
と
逆
の
方
に
い
っ

て
い
る
」
と
懸
余
し
ま
す
。

○
豊
年
励
重
電
喜
ば
笑
呈
け

o
委
ざ
れ
や
富
夫
群
生
ぽ
ふ
ぞ

o
蕾
茸
の
箆
棒
ご
ま
を
鶉
碑

○
放
射
蹄
葬
る
牛
小
屋
秋
の
嵐


